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第４学年 チャレンジタイム学習活動案 

                              支援者  高塚 玲子 
金子 英信  

１ テーマ 
  みんなでトライ！ 三村環境調査隊 －生きている自然・恋瀬川－ 
 

２ テーマ設定の理由 
   本校は，周囲を森や田畑に囲まれた自然の多い地区の高台に立つ小学校である。西に紫峰筑波山を

仰ぎ，近くには恋瀬川が流れ，霞ヶ浦に注いでいる。このような豊かな自然に恵まれながら，子どもたちが

その中で思い切り遊ぶ機会は少なく，家の中でテレビゲームなどをして過ごすことが多いのが現状である。

学校生活においては明るく素直で，のびのびとしているが，ものごとに集中して取り組んだり，一つのことを

根気強く追究したりすることがやや苦手であるので，目的意識をもって活動できる主体性を育てていく必要

性を感じている。これまで子どもたちは「三村ふるさと発見」の活動を通して，自分たちの住む地域のようす

に対する意識は高まり，三村の名物や自慢を発見し，そのよさを見直し，自分が生活する三村地区への愛

着を深めた。しかし，子どもたちは「三村は自然がたくさんある」と考えているが，地域の環境についての意

識はとても抽象的なものに感じられる。 
 

   ＜アンケート調査＞ ５月 ２７人調べ 
 「三村地区の自然」といったらどんなことを連想しますか。（複数回答・多かった答えを抜粋）  
   緑がいっぱい    １８人       川がある   １１人       木が高い         ７人  
   自然がいっぱい  １３人       昆虫       ９人       水がきれい       ７人  
   植物（草花）     １２人       魚がいる    ８人       空気がおいしい   ５人  

   

計画にあたって，子どもたちの生活の中から，「学校から帰る道にきれいな花が，咲いていたよ。」「三村

は自然がいっぱいあるね。」「この前つりに行ったら，恋瀬川の水が汚れていたよ。ゴミも落ちていたよ。」

「おじいちゃんが子どものころは,泳げたと言 っていたよ。」というつぶやきが聞かれた。また，季節と生き物

や水のゆくえなどの学習を通して，地域の環境はどうなっているのだろうと，子どもたちの関心が高まってき

た。 

そこで，学校の周囲や近くを流れる恋瀬川に目を向けながら，自然探検を行い，三村地区の自然のよさ

を改めて発見し認識するとともに，今起きている様々な環境の問題に気付き，地域の自然を守り，よりよくし

ていこうとする態度を育てたいと考え，本テーマを設定した。 

 

３ ねらい 
〇 三村地区の自然環境や生活環境を調べる活動を通して，自然に対する関心を深め，自然を愛する心や

豊かな感受性をはぐくむことができる。 

〇 身近な自然環境に目を向け，関心に基づいた課題を見つけ，自分たちの課題として様々な活動を通して

主体的に調べ，思いや考えを表現することができる。 

 



    

学びの場.com ：  http://www.manabinoba.com/                                       2/4 

〇 自分が住む地域の自然や川に関心をもち，進んで調べる活動に参加し，自分たちの生活とどのようにつ

ながっているのか多様な面から理解し，友 達や地域の人々とともに地域の自然を守り，よりよい環境づくり

に努める。 

 

４ 関連 
  国語（写真や絵を見て伝えよう，環境を守るくふうをしょうかいしよう）  

  理科（季節と生きもの） 

  社会（くらしをささえる水，ごみと住みよいくらし，自然と人々 のくらし） 

  道徳（自然愛，郷土愛） 

 

５ 研究主題に迫るために 
子どもが自然や人・社会とかかわり合 う中で生まれる思いや願いの実現に向かって生活していけるように

したい。 

そのために，三村地区の自然を見つめ直し，自然とのふれあいを通して，その素晴らしさを感じ，自然を

愛し，美しいものに感動する心を育てたい。 

また，身近な地域の環境について，一人一人の子どもが課題をつかみ，追究方法を工夫し，自分の力

で，あるいは友達と力を合わせたり，地域の人々の力をかりたりしながら問題解決を進めることで，自ら考え

自ら解決する力を育てたい。そして，学習したことをもとにして，自分たちの生活が環境に影響を与えてい

ることを知り，そのことを地域などの多くの人に伝える活動を大切にしたい。毎日の生活を振り返り，美しい

自然を守っていくための行動へと広げたい。 
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総４４時間（総合３６時間，社会２時間，理科２時間，学活４時間）６学習活動計画

流れ 学習活動・内容 活動の支援 評 価

ふ ゆっくりと自然 三村地区の
れ 三村地区の自然を探検する。 ５月④ にふれられるよう 自然を観察し
る に，観察の時間を その特色や問

確保する。 題点に気付い
たか。

つ 三村地区の自然や恋瀬川を守り，さらによい環境をつく 観察を生かして
か りたいな。 地区の自然につい
む ての意識を高め，

課題がもてるよう
に支援する。 自分なりの

課題がもてた
三村地区の自 恋瀬川についてもっとくわし か。

然を調べたいな く調べたいな。。

９月⑥

ア 三村地区の イ 昔の恋瀬 ウ 植物や生 エ どうし ・アについて
自然の素晴らし 川はどんなふ き物の様子は て川の水が 一人一人が気

調 さを紹介しよう うだったのだ どうだろう。 汚れたり， 付いた三村地。
べ ろう。 ゴミが落ち 区の自然のよ
る ていたりす さを大切にし

るのだろう て学習を進め。
る。

三村地区の自 地域のお年 植物や生き ・イについて
然や恋瀬川をＰ 寄りにインタ 物を観察する 各家庭か 話の聞き方を。
Ｒするものを集 ビューをする 場所による ら出た汚れ 十分に指導し。
める。 昔の恋瀬川 違いを，マッ た水のゆく 内容を学習に
三村地区の自 の様子を今と プに表す。 えを探る。 役立てられる

然のよさを紹介 比べる。 ようにする。
文を書く。 ・ウについて

特徴や大きな
６月⑨ 違いに注目し１０月⑩

て調べるよう
調べたことの中間報告会をしよう （本時 10／10） に助言する。。

・エについて
資料や情報の

三村地区の自然や恋瀬川を守るために，川の水をこれ以上汚 収集について
さないで，きれいにし，ゴミを減らす工夫を考えよう。 子どもたちの

希望に応えら
れるようにす
る。 自分の目標

排水口か 川の水 アサザ 家庭で 地域の人 ・実験を取り入 に向かって，
ら流れる水 の汚れの を育てて 使った油 人やつりに れ，生活の中 工夫しながら
をきれいに 様子を継 植える。 やゴミを 来ている人 で考えられる 調べることが
する工夫を 続して調 再利用す に，呼びか ようにする。 できたか。
考える。 査する。 る。 ける。

１１月 三村地区の ポートフォ
ま 体験や観察・調査の結果や資料をもとに ④ 自然について リオを活用し
と して，いろいろな方法でまとめる。 調べたことを て，自分なり
め まとめ，お互 の方法でまと
る いのよさを認 めることがで

１１月⑥ め合い，個性 きたか。
を尊重した発

遠くの学校 環境フォーラムを開いて学校や地域の人々 表ができるよ
の友達に発信 にまとめたことを伝え，三村地区の美しい自 う支援する。
する。 然を守っていこうと呼びかける。

１２月③ 一人一人が
振 自分のよさに 学習を振り
り 自分の課題の目標に照らして，自己評価をし，成果を確か 気付くように 返り，自己評
返 め，今後の課題を考える。 支援する。 価することが
る できたか。

１２月②

身近な生活
生 三村地区の美しい自然を守るために，これからも自分自身 の中で継続し 自然を大切
か が家庭・地域でできることを続けていく。 て行動できる に生活するこ

。 。す ように励ます とができるか
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７本時の学習

(1) ねらい
恋瀬川の環境について，これまでに自分たちで調べたことをコンピュータを使って中間報告会を行い，

みんなに知らせ，感想を出し合うとともに，よりよい環境をつくるための次の課題を考え，活動への意欲
をもつことができる。

(2) 準 備
パネル ポスター 新聞 紙芝居 コンピュータ プロジェクター スクリーン
テーブル マイク

(3) 展 開

学 習 活 動 ・ 内 容 教師のかかわり・留意点・評価

１ 本時の活動を知る。 ・めあてをもって取り組めるよう

に，前に調べた恋瀬川のことに

三村環境調査隊の中間報告会をして，クラスのみんな ついて思い起こすようにする。

と，これまで調べてきたことを伝え合おう。 ・調べた内容にふさわしい表現方

法がとれるように準備の段階で

２ 各グループで調べてきたことを報告する。 援助しておく。

・コンピュータの使用にあたって

各グループごとの報告 は，その操作の援助にあたるよ

うにする。

・調べたことを自分なりの言葉で

みんなにわかりやすく報告がで

＜タイムスリップ ＜自然マップ＞ ＜水のトリップ＞ きるように助言する。

恋瀬川＞ ・川の流域の植物 ・家庭から出る ・他の調査隊の報告を聞いて，感

・昔と今の恋瀬川 ・生き物の様子 汚水のゆくえ じたことや疑問に思ったこと，

の様子 ・上流，下流の水 質問などを記入するカードを用

意しておき，それぞれが交換で

きるようにする。

・今日の報告から，もっと知りた

いことを考え，今後の活動につ

インタビュー パネル，ポスター コンピュータ いて見通しをもたせられるよう

写真 新聞，紙芝居 プロジェクター にする。

自分で選んだ活動につい

３ 気付いたこと，分かったこと，不思議に思ったことを出し合う。 て進んで調べたことを発表

し，川の環境をよくするた

４ 次の学習の課題を考える。 めの課題をみつけることが

できたか （活動・記録）。

これからの生活で，川の水を汚さないようにするため

に自分たちが工夫できることについて考えよう。 ・調べたいことや聞いたことをも

とに，次の調べ学習への意欲付

５ 本時の活動を振り返り，次時の活動を確かめる。 けを図る。

 


